
連立不等式

{
y = |2x− 3|
y 5 x

の表す領域を D とする．

(1) 領域 D を図示しなさい．

(2) a を 2でない正の定数とする．点 (x, y) が領域 D 内を動くとき，ax+ y の

最大値と最小値およびそのときの点 (x, y) を求めなさい．

(3) 点 (x, y) が領域 D 内を動くとき，x2 + y2 の最小値とそのときの点 (x, y)

を求めなさい．
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(1) 略

(2) 最大値：3a+ 3 このとき (x, y) = (3, 3)

最小値：


0 < a < 2のとき， 3

2
このとき (x, y) =

(
3
2
, 0

)
2 < aのとき， a+ 1 このとき (x, y) = (1, 1)

(3) 最小値： 9
5
このとき (x, y) =

(
6
5
, 3

5

)
解答は次のページにあります．



【チェック・チェック】

領域における最大最小の問題で，(2)で x, y の 1次式，(3)で x, y の 2次式の値が問われ

ています．(2)においては定数 aが含まれた式なので場合分けが生じます．

【解答】

(1) D :

{
y = |2x− 3|
y 5 x 傾き −2 傾き 2

1

1

3
2

3

3

x

y

O

D は右図の斜線部分であ
る．境界も含む．

(2) ax + y = k とおく．

点 (x, y) が領域 D 内を

動くときの k の値は，直
線 y = −ax + k …… 1⃝
とDが共有点をもつとき
の y 切片の値である． ←− 1⃝が D と共有点を

もつための kの値の
最大値，最小値を求
める．

傾き −a が −2 でない
負の値であることに注意

すると，k が最大となるには， 1⃝が点 (3, 3)を通るときであり

最大値 : 3a+ 3

k の最小値については，−aと −2と大小で場合分けする． ←− −a < 0
かつ − a \= −2

−2 < −a < 0 (0 < a < 2) のとき，点
(
3
2
, 0

)
を通る

ときに最小値 3
2
a

−a < −2 (2 < a)のとき，点 (1, 0)を通るときに最小値
a+ 1

をとる．以上より

最大値：3a + 3 このとき (x, y) = (3, 3) ……（答）

最小値：


0 < a < 2のとき， 3

2
このとき (x, y) =

(
3
2
, 0

)
2 < aのとき， a + 1 このとき (x, y) = (1, 1)

……（答）

• f(x, y) = ax + y とする b = a+ 1b = 3a+ 3

b =
3
2
a

2

3

a

b

O

1

と，f(x, y) の最大値,最小

値の候補は ←− D の頂点が最大値，
最小値を与える点の
候補である．f(1, 1) = a+ 1

f(3, 3) = 3a+ 3

f
(
3
2
, 0

)
= 3

2
a

であり，これらを ab平面に
図示すると右のようになる．

3つの大小を比較すると

(x, y) = (3, 3)で最大値 3a+ 3

0 < a < 2 のとき (x, y) =
(
3
2
, 0

)
で最小値 3

2
a

2 < a のとき (x, y) = (1, 1) で最小値 a+ 1



(3) P(x, y) を D 内の点と 傾き −2 傾き 2

1

1

3
2

3

3

H

x

y

O

←− 原点と D との距離
の最小を調べる．

すると，x2 + y2 は原点と

Pとの距離の平方OP2であ

る．OP2の最小値を求める．

原点 O から直線
y = −2x+ 3 に下ろした垂
線の足を Hとすると，Hの
座標は{

y = −2x+ 3

y = 1
2
x

を解いて

H
(
6
5
, 3

5

)
x = 6

5
は 1 5 x 5 3

2
を満たすから，H は D 内の点であり， ←− H が D 内の点であ

ることを確認した．

x2 + y2 は (x, y) =
(
6
5
, 3

5

)
で最小となる．最小値は(

6
5

)2

+
(
3
5

)2

= 9
5

……（答）


